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SUIUJ.llary 
Conidia of two Botワtisspecies were inoculated on to leaves of b1'oad bean， Vicia faba 
L. When inoculated with B. fabae SARDINA， the causal fungus of chocolate leaf spot of 
b1'oad bean， at concent1'ations of 1 to 10 spo1'es pe1' 0.02 ml， lesion fo1'mation was obse1'ved 
on the leaves cithe1' ab1'aded 01' norトabraded. 1n the case of B. cinerea P忍RSOON， the 
causal fungus of g1'ay mold of b1'oad beanョhowevc1'， lesions we1'e fo1'med on ab1'aded leaves 
inoculated with mo1'e than 100 spo1'cs and on non-abraded leaves with 500 01' more 
spores. The spore gcrmination ratc on thc b1'oad bcan lcaves was highe1' in B. cinerea 
than in B. fabae) whilc thc germ-tube grew more vigorously in the latte1' than in the fo1'欄
mer. The ge町1'n1ト舗t川ubeg引I
bean leaves inoculゐat旬;沼edwith anotheα1‘funguおs. The inhibitorγaction seemcd to be g1'eat巴r
against B. cinerea than against B. fabae. 
縮雷
ソラマメ赤色斑点病jJljBotrytis fabae Sa1'dinaと灰色かぴ病jljBotrytis cinerea Persoonはい
ずれも侵害した植物体上または培地上に菌核を形成し，そのjニlζ分生胞子を作り，その形態や菌
そう，性質なども類似した点が多い.両簡のソラマメ楽に対・する病原性の比較研究は現在までい
くつか報告されているが，とくに， Deverallら1-3}とPa1'kayastha6-9}らによってー迷の研究がな
され，近年， MansfieldとDevera1l5} は両臨のソラマメ葉{Cb'ける病斑形成と護国の水泌，組織
の褐変かよび胞子発芽との関迷を明らかにした.これらの結果から，ソラマメ葉fC対して B.fabα6
がB.cinereaより強い病原性を示す主な原因の1つは，接種した胞子の発芽管の伸長iζ差異がみ
られる ζ とにあることが分かった.本実験は B.fabaeとB.cinereaの分生胞子を用い，これを
ソラマメ葉に接種し，経!ぬ1的lζ病斑形成と胞子濃度bよび胞子発芽との関係について比較検討-し
たものである.
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接種胞子濃度を異にした場合の Botlブtisfiαbαeおよび Botrytiscinereα のソラマメ繋に
対する病原性の比較
1. 実験材料1;、よび方法 開花前の健全ソラマメ業(品滋:)11副在米糠)を用い，これに1nt傷
bよび有傷接稜を行なった.有傷接:Mの場合は 1 葉当り 4 カ所，業の表皮をメスで ~\if. く剥いで-傷
をつけ，直ちに付傷部lζ病原菌を接種した.接種菌として B.fabaeは5号簡(ソラマメ架から
分離，佐賀大学植物病理学教室保存菌〉を，B. cinereaは10号磁(キンセンカ花弁から分隊，佐
賀大学織物病理学教室保存菌)を用い，岡商・ともソラマメ葉培地に10日間培養することによって
得た分生胞子を接線源とした.接種は殺砲水で雨磁の胞子浮遊液を作り， ζれを談積部位1カ所
当りに 0.02ml置き，その中lと含まれる胞子数が約 1-10，100， 300，500仰になるように各滋度
の胞子浮遊液を作って行なった.このようにして雨繭与をソラマメ葉に接秘した後，パット中のガ
ラス板上に置き，葉柄1C7.I<を含ませた脱脂綿を巻き，パットを湿室状態にして， 200C IC保ち，
7批判沼後l乙病成形成の有無を調べた.
2. 結果 結果は Table1 Iζ示す巡りである.B. cinereaを接観した場合，胞子数が 0.02ml
Table 1. Relation of spore conccntration of B. cinerea and B.fabae to lcsion formation on lcaves 
of Vicia faba L. 
Sporc concentration 
1-10* 
100 
300 
More than 500 
B. cinerea 
もVithout
wounding 
一ー泊，*
十
Wounding 
十
十
* Number of spores per 0.02 ml of inoculation drop. 
Without 
wounding 
+ 
+ 
+ 
+十
B.fabae 
も'Vounding
十
+ 
+ 
十件
** No visible symptom，十 slightlylcsion formation，朴moderatelylcsion formation，制severely
lesion formation. 
中1-10倒では病斑の形成は有傷，無傷のいずれで‘も認められず， 100J，'よび3001闘では有傷の場
合lと僅かに小壊死斑の形成を認めたが，この濃度では無傷の場合は認められなかった.無傷の場
合は胞子数500偲で初めて小病斑の形成をみた.ζれに対し，B. fabaeを接積した場合は，胞子
数が1-10個で，有{鍔，無傷のいずれでも僅かながら小壊死斑の形成が， 100個以上では大君主の
壊死斑の形成がそれぞれみられた.
ソラマメ禁上での Btrytisfiαbαeおよび Botrytiscinereαの胞子発苦手の比較
1. 実験材料かよび方法 供試したソラマメ葉ならびに供試隣は前試験と同様のものをJHいた.
ただ，供試磁の B.fabaeとB.cinereaはそれぞれソラマメ葉とパラの花弁lζ戻し接極して， :p'j 
分離したものを使用した.健全ソラマメ葉の表面を50必アノレコーノレでふさ，そのあと殺菌蒸留水
で洗い，葉柄iζ脱脂綿をまいて水を I~分合ませた後，パットヰI のガラス板上ICg~ベアこ.この場合
のソラマメ業はその均一化をはかるため 1つの校l乙対生している 2枚の誕の1つずつに B.
cznereαとB.fabaeの胞子を接種した.接種lと用いた胞子浮遊液は， w可菌ともソラマメ葉培地lζ
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約10日間;協議して得た胞子を4枚のガーゼ、で百五過して，胞子濃度がそれぞれ200倍検鏡下で 1視
野当り約30伺になるように'殺菌水で、作った. ζ の浮遊液を殺菌したスポイ Fで 1 泌~り約
0.05mlずつ，ソラマメ葉の lcm2Iζ約2i商の割合でJ車種し，滋室状態l乙保つためパットのj患に水
を含ませた炉紙を数き， ζれをビニーノレで密封した後， 200Cの恒温器に入れて， 4， 8， 12， 16 
1時間後 l乙 2 枚の葉を切りはなし，架上の胞子浮遊液を殺磁水で"iSt~ 、落とし， この液を 3，500rpm
で20分間ずつ 2田，遠心分離して胞子を集め， 300 倒の胞子について 3 毘反復して，発~~E私立t よ
び発芽管長を検鋭により測定した.
2. 結果結泉は Table2， 3 Iζ示すとbりである.発芽率では B.cinereaが B.fabaeよりい
ずれの1寺部にかいても良好であった.一方，発芳三管長についてみると ，B.fabaeを100とした場
合IC:， B. cinereaでは50以下 (12，16時間)であり ，B. fabae の方が発~.主管の伸長は良好であっ
た.B.fabaeでは時間の経過とともに発芽管の伸長がみられるのに対して，B. cinereaではある
一定の長さに達するとその後の伸長はわずかであった.
Table 2. Spo1'e ge1'mination rate o[ Botrytis fabae and Btrytis臼fner四 onViciafaba leaves. 
Fungus Replicate 
Incubation (h1'.) 
4 8 12 
1.9 (%) 6.9 (%) 40.4 (%) 
B.fabae 2 0.9 4.9 34.3 
3 2.5 7.0 33.9 
Ave1'age 1.8 (100)* 6.3 (100)* 36.2 (100)* 
2.7 7.8 57.1 
β. cinerea 2 1.5 8.5 43.8 
3 1.7 9.6 51.6 
Ave1'agc 2.0 (110)* 8.6 (137)* 50.8 (140)* 
* Figurcs in parenthcses a1'e shown by 100 x 
germination rate 0f B. cinerea in cach incubation timc 
gcrmination rate of B.fabae in each incubation time 
16 
56.6 (%) 
51.5 
51.7 
53.3 (100)* 
67.9 
70.3 
76.4 
71.5 (134)* 
Table 3. Sporc gcrm-tubc growth of BotJ)的 fabaeand Bolぴliscinerea on Vicia faba leaves. 
Incubation time (hr.) 
Fungus Rcplicatc 
4 8 12 
12.5 (μ) 138.2 (μ) 
β.fabae 2 26.0 113.8 
3 37.6 107.0 
Avcrage 25.1 (100)本 116.6 (100)場
20.2 45.3 
B. cinerea 2 21.2 54.9 
3 15.4 55.9 
Ave1'age 19.3 ( 77)* 52.1 ( 45)* 
* Figures in parentheses a1'e sh訓叩 by100x 
germ-tube length of B. cinerea in e且chincubation time 
germ-tube length of B.fabae in each incubation time 
16 
136.9 (μ) 
145.6 
143.6 
141.7 (100)* 
63.6 
63.6 
55.9 
61.7 ( 44)* 
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ソラマメ繋上においた B.fiαbαθ およびB.cinereαの胞子浮遊j伎が荷菌の胞子発苦手に及ぼす
影響
1. 実験材料ふ、よび方法 {ib試ソラマメ楽ならびに供試}容は前試験と同級であった.B. fabae 
の胞子浮遊波は200倍検鋭下 1 視野~り約30{1Il1 ， B. ciηereaではが'J40111の胞子濃度とし， lvi試験と
珂様にソラマメZ史上に， 1cm2 ~り胞子浮遊波 2 滅(I ì尚は約 0.05ml) をふ、き，滋窓状態として
200C rc保った.24時間後，ソラマメま史上の浮遊液を殺隙スポイドで回収し， 3，500rpmで20分間
ずつ， 2間遠心分離して，紹子ならびに挟雑物を除き，その上澄液をソラマメ葉からのj多出液と
し，これらの液が B.fabae:b>よび B.cinereaの胞子発芳三に及ぼす影響を比較した.対照として，
殺磁蒸留水を同様にソラマメ葉上にお、き，同様に処理したものを用いた.
純子発芽試験は従来行なわれている方法10)に準じて行なった.すなわち，殺菌したホールグラ
スのホーノレ部iζ，i可閣の胞子が200倍検鏡下 1視野当り15仰の胞子濃度lζなるように誠節した胞
子寒天ブロックの 2mm角)'¥""を入れ，これにそれぞれの渉1:1:¥液を O.1ml添加して，この中lζ胞子
寒天プロック片を湿没させ， ζのホーノレスライ Fを滋室状態lこしたペトリ一mu乙入れて， 200C 
のt.l[温器に141l寺間保ち， IJ包子発茅管長を測定した.測定は検鏡により，それぞれ 300偶の胞子に
ついて3悶反謎して行なった.
2. W，古来 結来は Table4 Iζ示す通りである.対照i志の殺雨水をソラマメ葉 1:にふ、いて得られ
Table 4-. Inhibitory action o[ di仇 satesfrom Vicia faba Icaves against gcrm-tube growth of 
Boty)的 fabaeand Botヮtiscinerea spores. 
DiflIlsate of DiHIlsate 
Fungus Replicatc 
H20 (control) of B.fabae 
188.2 (f1) 99.8 (p) 
B.fabae 2 186.2 102.7 
3 195.1 89.3 
Average 188.2 (100)* 97.0 (52)* 
193.0 79.7 
B. cinerea 2 195.8 78.7 
3 193.9 71.0 
Average 194-.9 (100)料 76.8 (39)帥
* Figures in par・巴nthes巴sare sh口wnby 100x 
germ-tube length of B.fabae in di品 sates0f B.fabae or B. cinerea 
germ-tube length ofβ. jabae in diffusate of H20 
** Figures in parentheses are shown by 100 x 
豆竺m-tubelength ofB. cinerea in diffusatcs of及、[abaeor B. cinerea 
germ-tube length of B. ci否両日石百iHus五日I古一一一一一一
。iffusate
of B. cinerea 
105.6 (μ) 
102.7 
105.6 
104-.6 (56)* 
73.0 
71.0 
79.7 
74-.9 (38) * * 
た液での胞子発芳三管長iζ比べて，B. fabae :b>よび B.cinereaを綾種源としてソラマメ楽上にbい
て得られた渉1:l:I液は雨留の発芽管の{ft!長を5096前後程容した.この場合，両菌胞子l乙対する盟答
率を比較すると，対照区の発'#=1庁長をそれぞれ100とした場合，B.fabaeの発芳三管長は B.fabae 
を接種して得られた渉出液では52，B. cinereαを接穫して1ltられた渉出液では56であるのに対し
て，B. cinereaの発芽管長は B.fabaeの渉出淡では39，B. cinereaの渉前液では38であった.ζ
のことから，これらの渉出液lとより ，B. cinereaの発芽管の伸長は B.fabaeより強く 1~11官・される
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ことが分かった.一方，B.fab仰の接稜によって得られた渉出液も B.cinereaのそれによって得
られた移出波も，両者の間lζ発芳二信;の仲良lζ対する肌努力lとは差異はみられなかった.
考 察
本実験にふ、いて，ソラマメ葉に B.fabaeのJj包子浮遊液を接穣した場合は，0.02ml ~り 1-10
倒の胞子数で務斑の形成がみられたのに立すし，B. cinereαの場合はそのj胞子数では形成されず，
病斑形成には100-500倒の胞子数を必要とすることが分かった.この結果はさきに Waistiell)が
ソラマメ紫上の病斑形成には，B.fabaeでは 3-4個の胞子が，B. cinereα では約500個の胞子
がそれぞれ必要であると報告していることと大体一致する.ソラマメ業lこ対する両砲の病原性の
比較試験で， Deverall1，2) も同一路子数であれば B.fabaeが B.cinereaより1.9倍から4.Hきも多
くの瀦斑を形成することを認めている.有{努接穣と病斑形成との関係では，B.fabaeの場合はそ
の影響はみられないが，B. cinereaの場合は有傷接種では，0.02ml当り100偲の胞子数で病斑の
形成がみられるのに対し，無傷接種では ζの濃度での形成はみられず 無傷接援では 500個の胞
子数が病斑形成に必要であった.Purl王ayasthaとDeveralls)はソラマメ菜のクチクラ痛を剥ざと
り接穏すると ，B.fabaeの閥合は病斑形成が早まることを報告している.
ソラマメ架上での河摘の胞子発芽を比較した結果，発芽E容では B.ciner・'eaが B.fabaeより良
好であったが，発芽f誌の{市長についてみると ，B. fabαeの方が B.cinereaより良好であった.
この結果は Deverallと Woodの報告2)と全く一致した.また， Purkayasthaと Deverallの報
'r!f7，9)では B.fabaeの発芽管はスライドグラス|二でもソラマメ梁上でも一定のjlf!jり合いでfrIJ長す
るのに対して，B. cinerea はソラマメ葉j:で-発)j~後数時間すると仲良阻害が起るという結泉を得
ている.このように，ソラマメ菜上では B.cinereaは B.fabae!こ比べ，発茅管の{II長が抑えら
れ，これが両iおの病波形成lζ大きく影響していることを， Mansfieldら5) は緩締:部位J:.の7l(!iおの
有無と組織の椀変との関迷l乙j泣いて究明した.
両l!sj胞子のソラマメ1史上での発茅管制1長に差災がみられる原因を究rYJするため，両菌の胞子浮
遊液をソラマメ業l乙接種して， 241駅前後再度ζれを集め， ζの液(移出液)について，両菌胞子
の発芽lζ対する阻害をi七絞した結来，両閣とも発芽%'の伸長也容をうけるが，B. cinereaは B.
fabaeより強いj温容をうけることが分かった.ζ のような移出液が雨磁の胞子発芽を i盟主与するこ
とについては PurkayasthaとDeveralls，8)によりすでに報告されている.しかし，彼らはB.cinereα 
の接種で得た渉出液の方が B.fabaeのそれによって得た渉lH液より強い阻害を示す結来を符ーて
いる.本試験ではいずれの践の渉出波でも，それが示す抗菌作用には差異ーがみられなかった.ソ
ラマメに見い出されるこのような抗隣物質は縦隊10)!とより報告され， このような物質は一般に
phytoalexinの1種と考えられている.そのIつに wyeroneacid4)が分離されている.しかし，
これ以外にもいくつかの抗j'sj性物質が存在するものと思われ，これらの物質について目下検討中
である.
摘 要
1. ソラマメ楽にソラマメ赤色斑点病の病原溺 Botrytisfabae Sardinaと灰色かび病の病原磁
βotrytis cinerea Persoonの分生胞子を接種した場合， β.fabaeでは有傷， 1!H話接種とも 0.02ml
当り 1-10倒の胞子数で病斑の形成がみられたが，B. cinereaでは存傷接種で胞子数100以上た
よび無傷接積でJY~子数500似の場合~(，その形成がみられた.
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2. ソラマメ葉に海理{を接種した場合， Z史上での B.cinereα の胞子発芽率は B.fabαtのそれ
より大であったが，発芽管の伸長では B.fabaeが B.cinereαのそれより大であった.
3. 両磁の発芽管の伸長はソラマメ葉l乙胞子を接磁して符られる穆!日液で阻努された.ζ の場
合，B. cinereaは B.fabaeよりやや大きい限容をうける傾向がみられた.
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